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さ
 

ち
 
の
 
で
 
さ
 

（
ゃ）
 
と
 

「虫
送
り
」
で
豊
作
祈
願
 

嘉
瀬
子
ど
も
会
 

ご
協
力
＼あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 広報かなぎ（6) 

ト
子
ど
も
た
ち
の
太
刀
振
り
に

拍
手
喝
さ
い
 

●

ま
ず
は
乾
杯
 

嘉
瀬
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
合

会

（
会
長
井
今
宏
毅
）
は
六月
十

二
日
、
五
穀
豊
じ
ょ
う
と
交
通
安

全
を
祈
願
す
る
『
虫
送
り
』
を
行

い
ま
し
た
。
 

嘉
瀬
公
民
館
で
出
発
式
が
行
わ

れ
、
半
て
ん
や
手
作
り
の
衣
装
を

着
た
子
ど
も
た
ち
は
、
鳴
海
町
長

ら
か
ら
激
励
を
受
け
た
後
、
『
虫』
 

を
先
頭
に
中
柏
木
地
区
か
ら
嘉
瀬

地
区
を
虫
送
り
行
進
し
ま
し
た
。
 

金
木
町
料
飲
店
組
合

（
組合
長
 

ー
田
中
豊
蔵
）
主
催
の
 
「
第
十
回

か
な
ぎ
よ
い
ど
れ
天
国
め
ぐ
り
」
 

が
六
月
＋
ニ
日
に
開
か
れ
、
約
三

百
人
の
参
加
者
が
町
内
料
飲
店
を

地
図
片
手
に
巡
り
ま
し
た
。
 

料
飲
店
組
合
の
活
性
化
と
地
域

住
民
の
交
流
を
図
る
た
め
に
行
わ

れ
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど
十
回
目
。
 

受
け
付
け
を
済
ま
せ
た
参
加
者
は
、
 

午
後
七
時
か
ら
九
時
ま
で
の
二
時

間
以
内
に
、
協
力
店
二
十
五
軒
の
 

子
ど
も
た
ち
は
今
ま
で
練
習
し

て
き
た
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
大

張
り
切
り
。
賢
明
に
太
刀
棒
を
打

ち
合
わ
せ
る
太
刀
振
り
、
ふ
え
や

太
鼓
に
合
わ
せ
て
軽
や
か
に
舞
う

獅
子
舞
や
荒
馬
の
披
露
に
沿
道
か

ら
掛
け
声
と
拍
手
が
送
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
日
は
好
天
に
恵
ま

れ
た
た
め
、
子
ど
も
た
ち
は
顔
を

真
っ
赤
に
し
て
練
り
歩
い
て
い
ま

し
た
。
 

う
ち
指
定
さ
れ
た
五
軒
を
ビ
ー
ル

や
ジ
ュ
ー
ス
を

一
杯
ず
つ
飲
ん
で

回
り
、
す
べ
て
の
店
か
ら
ス
タ
ン

プ
を
押
し
て
も
ら
い
ゴ
ー
ル

・
抽

選
会
場
の
商
工
会
館
へ
。
速
く
移

動
で
き
る
よ
う
に
と
自
転
車
で
回

る
人
や
仲
間
同
士
で
わ
い
わ
い
楽

し
む
人
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ゴ

ー
 

ル
を
目
指
し
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
や

自
転
車
な
ど
の
豪
華
商
品
が
並
ぶ

会
場
で
は
、
抽
選
の
た
び
に
、
に

ぎ
や
か
な
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。
 

金
木
町
商
工
会
青
年
部

（
部長

井
黒
沼
剛
）
は
六
月
二
十
五
日
、
 

金
木
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で

第

一
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
映
画
鑑
賞
会

を
行
い
ま
し
た
。
 

会
場
に
は
、
大
勢
の
親
子
連
れ

や
映
画
フ
ァ
ン
が
集
ま
り
、
約
一
一

時
間
に
わ
た
り
映
画
を
楽
し
み
ま

し
た
。
入
り
口
に
設
置
さ
れ
た
募

金
箱
に
は
、
財
布
の
小
銭
を
全
部

い
れ
る
人
や
貯
金
箱
ご
と
募
金
す

る
人
な
ど
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
に
協
力

す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
上
映

さ
れ
た
作
品
 
「
どん
ぐ
り
の
家
」
 
 

は
、
二
年
ほ
ど
ま
え
か
ら
全
国
で

数
多
く
上
映
さ
れ
て
い
る
感
動
の

作
品
で
、
現
代
社
会
の
人
間
の
生

き
方
や
教
育
の
あ
り
方
を
見
つ
め

直
し
、
福
祉
の
原
点
を
間
い
か
け

る
も
の
。
主
催
し
た
金
木
町
商
工

会
青
年
部
の
方
々
は
 
「
映画
を
通

し
て
福
祉
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
ほ
し
い
。
又
、
集
ま
っ
た
募
金

が
少
し
で
も
福
祉
に
役
立
て
ば
」
 

と
話
し
、
集
ま
っ
た
募
金
を
社
会

福
祉
協
議
会

へ
寄
付
し
ま
し
た
。
 

ト
映
画
の
前
に
、
一
一
人
で
 

仲
良
く
募
金
し
ま
す
 

飲
ん
で
当
て
よ
う
 

第
十
回
よ

い
ど
れ
天
国
め
ぐ
り
 

r
 

(
 



喜
良
市
に
あ
る
十
和
田
神
社
前

の
池
の
近
く
に
あ
る
木
に
、
モ
リ

ア
オ
ガ
エ
ル
の
卵
塊
が
産
み
つ
け

ら
れ
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
 

昔
か
ら
、
卵
塊
の
数
で
稲
作
の

豊
凶
を
占
う
と
い
わ
れ
、
今
年
も

旧
暦
五
月
十
九
日
に
あ
た
る
七
月

二
日
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
五
つ

モ
チ

（卵
塊
）
が
付
い
て
あ
り
ま
 

し
た
。
今
年
の
作
柄
は
「
平
年
作
」
 

と
の
こ
と
。
卵
塊
は
地
面
か
ら
約

四
ー
六
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
枝
に

産
み
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
卵
か
ら

か
え
っ
た
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
が
ち

ょ
う
ど
下
の
池
に
落
ち
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
無
事
、
カ
ェ

ル
に
育
ち
、
来
年
も
た
く
さ
ん
の

卵
塊
を
付
け
て
く
れ
る
こ
と
を
祈

り
ま
す
。
 

豊
区
占
い

今
年
は
宝
口
」
 

ぐ
白
い
泡
の
ボ
ー
ル
の
 

よ
う
な
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
卵
 

第
十
六
回
津
軽
地
区
柔
道
少
年

団
柔
道
大
会
が
七
月
四
日
、
五
所

川
原
市
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
 

金
木
柔
道
ス
ポ
ー
ッ
少
年
団
の
選

手
た
ち
が
大
活
躍
し
ま
し
た
。
 

選
手
た
ち
は
毎
週
火
、
木
曜
旧

の
夜
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
 

で
約
二
時
間
の
練
習
を
し
て
大
会

に
臨
み
、
そ
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
、
 

見
事
な
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
 

◇
幼
児
の
部

（
男
・女
）
 

優
 
勝
 
田
 

中
 

第
三
位
 
原
 

田

◇
男
子
の
部
（
ニ
年
）
 

第
三
位
 
平
 

川
 
卓
弥
 

第
四
回
田
舎
館
城
下
少
年
駅
伝

大
会
津
軽
大
会
が
六
月
二
十
七
日
、
 

田
舎
館
村
役
場
周
辺
特
設
コ
ー
ス

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

上
位
入
賞
を
目
指
し
練
習
し
て

き
た
成
果
が
見
事
大
会
で
発
揮
さ

れ
、
男
子
が
準
優
勝
と
大
健
闘
し

ま
し
た
。
女
子
は
惜
し
く
も
予
選

突
破
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
 

次
の
選
手
に
た
す
き
を
つ
な
ご
う

と
力
い
っ
ぱ
い
走
る
姿
に
父
母
ら

か
ら
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
男
子
チ

ー
ム
は
十
月
十

日
の
県
大
会
へ
向
け
て
、
今
後
も

練
習
を
続
け
ま
す
。
 

．
大
健
闘
／
 

メ
ダ
ル
を
胸
に
笑
顔
 

ト
金
木
町
の
 

小
学
生
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
 

宮千 

子智 

(7）広報かなぎ 

/
 緑

の
少
年
団
 

/
A
mいト
、
 

嘉
瀬
小
学
校

（
校長
廿
横
演
盛
 

昭
）
は
六
月
二
十
九
日
、
 
「嘉
瀬
 

小
学
校
緑
の
少
年
団
」
の
結
団
式
 

を
行
い
ま
し
た
。
 

緑
の
少
年
団
員
二
十
八
名
ほ
か

児
童
、
P
T
A
な
ど
あ
わ
せ
て
約

百
三
＋
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た

結
団
式
で
は
、
始
め
に
少
年
団

へ

団
旗
と
記
念
樹
、
緑
の
手
帳
が
授

与
さ
れ
、
続
い
て
少
年
団
の
力
強

い
 
「
誓
いの
言
葉
」
 
の唱
和
が
行
 
 

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
設
立
に
当

た
り
角
田
助
役
が
 
「
緑の
少
年
団

は
、
緑
の
大
切
さ
を
学
び
、
一
一
十

一
世
紀
に
向
け
緑
豊
か
な
郷
土
づ

く
り
を
目
指
し
『
自
然

・
人
・
社

ムこ
を

愛
す
る
心
豊
か
な
人
間
に

育
っ
て
下
さ
い
」
 
と
あい
さ
つ
を

述
べ
ま
し
た
。
 

式
典
終
了
後
、
校
舎
前
で
記
念

樹
の
植
樹
が
行
わ
れ
、
記
念
樹
と

と
も
に
緑
の
少
年
団
が
大
き
く
立

派
に
育
つ
よ
う
に
願
い
ま
し
た
。
 

緑
の
少
年
団
で
は
、
木
材
パ
ル

プ
に
代
わ
る
製
紙
原
料
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
 
「
ケナ
フ
」
 
の
試

験
栽
培
を
し
て
お
り
、
秋
に
は
収

穫
し
た
ケ
ナ
フ
を
原
料
に
ケ
ナ
フ

紙
の
製
作
体
験
を
行
う
予
定
で
す
。
 

▲団員らが力を合わせて

ハナミズキを植樹 



）
鷺跨置
器
』
慧
隣
織
麟
響
霜
護
云々

長
 

に鷺
 
疑

J

一
 
三ニ
 
ノL
v、

 
無
蹴
、
犠
雀
罵
」

A
、言烏
き篇
。
、
景
叱
 

綴
騰
響
艦
太声
と
、
家

⑥
J

鰯
麟
響
議
嚇
木
 下
 

父
源
右
衛
門
 

子
ど
も
の
い
な
い
曾
祖
父
惣
助
 

は
義
弟
の
惣
五
郎
と
、
姪
の
い
し
 

を
夫
婦
養
子
に
し
ま
す
。
こ
の
夫
 

た
 
ね
 

婦
に
は
、
タ
子
、
き
豆
、
竹
治
郎

と
三
人
の
子
が
い
ま
す
。
竹
治
郎

が
早
世
、
長
女
タ
子
（
太宰
の
母
）
 

に
明
治
ニ
十

一
年
八
月
、
木
造
の

名
門
松
木
家
四
男
で
十
八
歳
の
永

三
郎
を
婿
養
子
に
し
ま
す
。
 

永
三
郎
ニ
十
二
歳
の
明
治
二
十

五
年
六
月
、
津
島
家
ゆ
か
り
の
源

右
衛
門
と
願
済
改
名
し
、
明
治
三

十
年
「
金
木
銀
行
」
の
頭
取
に
な

り
ま
す
。
明
治
三
士

」
年
三
月
、
 

曾
祖
父
惣
助
の
隠
居
に
よ
っ
て
父

源
右
衛
門
三
十
歳
の
時
に
家
督
を

継
ぎ
、
家
長
の
座
に
就
き
ま
す
。
 

県
会
議
員
へ
 

明
治
三
十
四
年
三
月
、
父
源
右

衛
門
は
三
十

一
歳
で
県
会
議
員
補

欠
選
挙
に
当
選
し
、
三
十
六
年
再

選
さ
れ
て
六
年
半
県
会
議
員
を
つ

と
め
ま
す
。
三
十
八
年
五
月
、
曾

祖
父
惣
助
の
死
去
に
よ
っ
て
津
島

家
の
実
権
は
名
実
と
も
に
源
右
衛

門
の
手
に
移
り
ま
す
。
先
代
の

一

周
忌
に
あ
た
る
同
三
十
九
年
五
月
、
 

大
邸
宅
の
建
築
に
と
り
か
か
り
翌
 
 

四
1
年
六
月
完
成
さ
せ
ま
す
。
 

明
治
四
十
二
年
六
月
十
九
日
生

ま
れ
の
十
番
目
の
子
修
治

（
太
宰

治
）
は
、
こ
の
新
邸
宅
で
誕
生
し

た
最
初
の
子
で
し
た
。
 

作
品
『
思
ひ
出
』
に
、
 〈
私
の

父
は
非
常
に
忙
し
い
人
で
、
う
ち

に
カ
る
こ
と
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
 

う
ち
に
カ
て
も
子
供
ら
と
一
緒
に

は
居
ら
な
か
っ
た
。
私
は
こ
の
父

を
恐
れ
て
カ
た
。
 

私

と
弟
と
が
、
米
俵
の
ぎ
っ

し
り
積
ま
れ
た
米
蔵
に
入

っ
て
面
白
く
遊
ん
で
カ
る

と
、
父
が
入
口
に
立
ち
は

だ
か
っ
て
、
坊
主
、
出
ろ
、
 

出
ろ
、
と
叱
っ
た
。
光
を

脊
か
ら
受
け
て
る
る
の
で

父
は
大
き
い
姿
が
ま
っ
く
 

ろ
に
見
え
た
。
私
は
、
あ
の
時
の

恐
怖
を
胤
」
と
今
で
も
い
や
な
知

が
す
る
。
〉
 と
描
い
て
い
ま
す
。
 

父
は
身
長
五
尺
八
寸
（
一
七
五

セ
ン
チ
）
の
堂
々
た
る
体
駆
で
口

ひ
げ
を
は
や
し
、
ど
ち
ら
か
と
い
 

、え
ば
、
は
で
好
み
で
、
気
取
り
屋

で
、
地
方
の
地
主
や
金
持
ち
に
多

い
ハ
イ
カ
ラ
趣
味
の
人
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
 

衆
議
員
議
員
へ
 

明
治
四
＋
五
年
五
月
、
源
右
衛

門
が
第
十

一
回
衆
議
院
議
員
総
選

挙
に
立
憲
政
友
会
か
ら
立
候
補
し

て
、
北
津
軽
郡
の
選
挙
区
で
第
三

席
で
当
選
し
ま
す
。
二
期
目
の
大

正
四
年
の
衆
院
選
挙
で
は
、
政
友

会
か
ら
出
馬
を
勧
め
ら
れ
ま
す
が

辞
退
し
て
い
ま
す
。
大
正
五
年
八

月
、
勲
四
等
瑞
宝
章
を
受
け
ま
す
。
 

貴
族
院
議
員
へ
 

大
正
十

一
年
十
二
月
十

一
日
、
 

源
右
衛
門
は
第
五
期
青
森
県
多
額

納
税
議
員
の
定
員
一
名
の
補
欠
選

挙
に
当
選
し
貴
族
院
議
員
に
な
り

ま
す
。
地
方
の
地
主
と
し
て
は
、
 

最
高
の
栄
達
を
遂
げ
た
の
で
す
。
 

貴
族
院
は
、
明
治
憲
法
の
定
め

に
よ
っ
て
、
衆
議
院
と
並
ん
で
帝

国
議
会
を
構
成
し
て
い
る
一
院
で
、
 
 島

機

・
静
機
お
よ
び
栃
俄
ざ
れ
た

議
員
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
 

皇
族
と
は
天
皇
家
の

一
族
、
華
族

と
は
公

・
候
・
伯
・
子
・
男
爵
の

五
階
級
の
貴
族
階
層
、
勅
任
さ
れ

た
議
員
と
は
七
年
任
期
の
帝
国
学

士
院
議
員
お
よ
び
多
額
納
税
者
の

う
ち
か
ら
互
選
さ
れ
た
議
員
で
な

っ
て
い
ま
す
。
 

青
森
県
で
は
大
地
主
十
五
人
に

よ
る
互
選
で
す
が
、
話
し
合
い
に

よ
っ
て
、
七
年
間
の
任
期
を
ニ
年

ニ
一
年
・
三
年
と
分
割
し
、
 一
期

を
三
人
で
た
ら
い
ま
わ
し
す
る
慣

習
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
高

谷
豊
之
助
・
宮
川
久

一
郎
の
後
任

で
し
た
が
、
そ
の
議
席
は
大
正
十

四
年
の
任
期
い
っ
ぱ
い
の
三
年
間
、
 

貴
族
院
の
椅
子
が
約
束
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
青
森
の
料
亭
と
、
金
木

の
自
邸
で
盛
大
な
当
選
祝
賀
会
が

催
さ
れ
ま
す
。
 

十
二
月
二
十
日
こ
ろ
上
京
し
、
 

二
十
五
日
晴
れ
の
帝
国
議
会
開
院

式
に
臨
み
ま
す
が
、
流
行
性
感
冒

に
か
か
り
、
経
過
お
も
わ
し
く
な

く
入
院
し
ま
す
。
金
木
か
ら
妻
タ

子
が
呼
び
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
感
冒

は
治
っ
た
よ
う
で
す
が
熱
が
さ
が

ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

不
帰
の
客
 

大
正
十
二
年
三
月
三
日
、
長
兄

文
治
が
早
稲
田
大
学
を
卒
業
。
そ
 
 

れ
を
見
届
け
る
よ
う
に
三
月
四
日
 

ふ
 
き
 

容
体
が
悪
化
し
、
午
後
四
時
不
帰

の
客
と
な
り
ま
す
。
享
年
五
＋
三

歳
（
数
え
年
）
。
当
時
の
弘
前
新

聞
は
、
死
因
を

「
肺
臓癌
腫
」
 
と

伝
え
て
い
ま
す

（
一
説
に
は
肺
気

腫
）
。
神
田
の
病
院
か
ら
東
大
久

保
の
別
宅
に
運
ば
れ
た
遺
体
は
、
 

そ
こ
で
通
夜
と
告
別
式
を
終
え
た

後
客
車

一
頼
を
借
り
切
っ
て
、
六

日
午
後

一
時
、
上
野
駅
か
ら
青
森

を
経
て
五
所
川
原
に
送
ら
れ
ま
す
。
 

七
日
午
後
三
時
こ
ろ
、
叔
母
き
急

の
家
に
し
ば
ら
く
休
ん
だ
あ
と
、
 

十
台
の
馬
標
の
列
の

一
台
に
乗
せ

ら
れ
移
送
、
午
後
八
時
半
過
ぎ
自

邸
に
着
き
ま
す
。
太
宰
さ
ん
は
、
 

『思
ひ
出
』
に
、
 検
の
死

骸
唯

大
き
い
寝
棺
に
横
た
は
リ
権
に
乗
 

か
え
 

き
 

っ
て
故
郷
へ
露
っ
て
来
た
。
私
は

大
勢
の
町
の
人
た
ち
と
一
緒
に
隣

村
近
く
ま
で
迎
へ
＊
折
っ
た
。
神

が
て
森
の
蔭
か
ら
幾
墨
と
な
く
績

い
た
標
の
幌
が
月
光
を
受
け
つ
つ

滑
っ
て
出
て
来
た
の
を
眺
め
て
私

は
美
し
い
と
思
っ
た
。
…
父
は
眠

っ
て
か
る
や
つ
で
あ
っ
た
o
高
い

鼻
筋
が
す
っ
と
青
白
く
な
っ
て
カ

た
。
私
は
皆
の
泣
聾
を
聞
き
、
さ
 

わ
 

そ
は
れ
て
涙
を
流
し
た
。
〉
と
描

い
て
い
ま
す
。
三
月
四
日
付
で
、
 

正
四
位
勲
四
等
に
叙
せ
ら
れ
、
旭

日
章
を
贈
ら
れ
ま
す
。
 

▲太宰さんの父源右衛門 

広報かなぎ（8) 

(
 



メス・鉄類 

腹腔鏡 

・

ー
山

y
 

レ
ビ
 
ニ
タ
ー
へ
 

テ
モ
 錯 

図腹腔鏡と錯子類 

鳴

海
町

長
 
議

会
で

陳
謝
 

今
月
十
四
日
の
第
二
百
三
回
金

木
町
議
会
臨
時
会
で
、
鳴
海
町
長

は
本
年
三
月
の
定
例
会
で
の
答
弁

の
中
に
不
適
正
な
部
分
が
あ
っ
た

と
し
て
、
そ
の
答
弁
を
撤
回
し
、
 

議
員
並
び
に
関
係
者
に
対
し
て
陳

謝
し
ま
し
た
。
 

答
弁
の
内
容
は
ホ
テ
ル
建
設
に

関
し
た
こ
と
で
、
五
所
川
原
市
内

の
ホ
テ
ル
の
経
営
状
況
が
う
ま
く
 

い
っ
て
い
な
い
と
し
た
も
の
だ
が
、
 

実
際
は
近
県
で
も
屈
指
の
集
客
力

が
あ
リ
、
年
々
成
績
が
向
上
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
今
議
会
で

ホ
テ
ル
関
係
者
等
に
対
し
て
陣
謝

し
た
も
の
で
、
同
町
長
は
 
「
事
実

確
認
も
せ
ず
、
経
営
者
へ
の
影
響

も
考
え
な
か
っ
た
発
言
で
誠
に
申

し
わ
け
な
か
っ
た
」
 
と
反省
の
言

葉
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

最
近
の
医
学
の
発
達
は
め
ざ
ま

し
く
、
外
科
の
領
域
で
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

ー
つ
に
各

種
の
内
視
鏡
を
使
っ
て
行
う
手
術

が
あ
り
、
こ
れ
を
内
視
鏡
下
手
術

と
い
い
ま
す
。
わ
が
国
に
こ
の
手

術
方
法
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
十
年

近
く
に
な
り
ま
す
が
、
欧
米
諸
国

と
同
じ
く
急
速
に
普
及
し
定
着
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

現
在
こ
の
方
法
は
胆
嚢
摘
出
術

を
は
じ
め
と
す
る
腹
部
外
科
、
次

に
胸
部
外
科
、
さ
ら
に
婦
人
科
、
 

泌
尿
器
科
な
ど
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
 

最
近
で
は
小
児
外
科
、
心
臓
血
管

外
科
、
整
形
外
科
、
形
成
外
科
、
 

脳
外
科
な
ど
へ
と
広
ま
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
当
初
は
良
性
疾
患
が
主

な
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
 

次
第
に
早
期
癌
を
中
心
と
し
た
悪

性
疾
患
に
も
適
応
が
拡
大
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

当
院
で
は
胆
石
症
に
こ
の
手
術

方
法
を
取
り
入
れ
て
お
り
ま
す
が
、
 

平
成
四
年
か
ら
こ
れ
ま
で
百
例
近

く
の
方
が
本
法
で
手
術
さ
れ
て
お
 
 

り
、
最
近
で
は
胆
嚢
結
石
症
と
い

え
ば
ま
ず
こ
の
方
法
を
第

一
選
択

と
し
て
い
ま
す
。
図
は
内
視
鏡
の

一
種
で
あ
る
腹
腔
鏡
の
他
、
錯
子

類
を
入
れ
る

ー
と
一
m
の
穴
が
計

四
個
所
に
あ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が

最
近
で
は
三
個
所
で
済
む
こ
と
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
手
術
時
間
 
 

は

一
時
間
弱
で
す
。
 

検
診
で
発
見
さ
れ
る
胆
石
症
で

は
無
症
状
の
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
 

し
か
し
胆
嚢
炎
を
起
こ
し
た
り
す

る
と
こ
の
手
術
方
法
が
不
可
能
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
傷
の
痛

み
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
手
術
の
翌

日
か
ら
歩
行
・
食
事
も
可
能
で
す
。
 

入
院
は
手
術
後

一
週
間
程
度
で
す

が
、
退
院
後
は
普
通
の
生
活
は
も

ち
ろ
ん
、
労
働
に
も
何
ら
影
響
は

あ
り
ま
せ
ん
。
胆
石
症
と
言
わ
れ

た
方
は
一
度
金
木
病
院
の
外
科
に

一」
相
談く
だ
さ
い
。
 

厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
・

共
済
組
合
の
組
合
貝
（
第
二
号
被

保
険
者
）
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

偶
者

（
健康
保
険
で
被
扶
養
者
と

認
定
さ
れ
て
い
る
人
）
で
二
十
歳

以
上
六
十
歳
未
満
の
人
が
第
三
号

被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。
 

保
険
料
は
、
加
入
し
て
い
る
被

用
者
年
金
制
度
か
ら
国
民
年
金
制

度
に
対
し
て
負
担
し
て
い
る
の
で

個
別
に
納
付
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
つ
ま
り
、
第
三
号
被
保
険

者
は
保
険
料
を
納
め
な
く
て
よ
い

の
で
す
。
 

し
か
し
、
 
 
届
出
を
忘
れ
た
ま
ま
 

第
3
号
被
保
険
者
の
 

届
出
も
れ

は
 

あ
り
ま
せ
ん
 

に
し
て
お
く
と
保
険
料
未
納
（
一
一

年
を
過
ぎ
た
期
間
）
の
扱
い
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
 

将
来
の
年
金
額
が
減
額
さ
れ
た
り
、
 

受
給
資
格
を
満
た
せ
な
か
っ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
扶
養
者
が
離
職
し
た
場

合
や
、
被
扶
養
者
で
な
く
な
っ
た

時
は
、
第

一
号
被
保
険
者
と
な
り
、
 

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
 

届
出
が
お
済
み
に
な
っ
て
い
な

い
方
は
忘
れ
ず
に
市
町
村
役
場
へ

届
け
ま
し
ょ
う
。
 

金
木
病
院
力
ル
テ
⑩
 

内

視
鏡
下

手

術
 

外
科

医
長
 

唐
 
牛
 
忍
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、 

 

	ノ 

6 月末現在 前年同月比 

男 5,824人 △ 30人 

女 6,376人 △ 68人 

計 12,200人 △ 98人 

一世帯数 3,950 	 11 

、
 
ノ
 人

ロ
と

世

帯
 

／
 

、
・
、
 

金
木
町
連
合
婦
人

会

（
会
長

廿
福
山
初
枝
）

は
こ
の
ほ
ど
、
 

父
の
日
に
ち
な
み
、
金
木
町
行

政
の
大
黒
柱
、
お
父
さ
ん
の
よ

う
な
存
在
で

あ
る
鳴
海
町
長
、
 

角
田
助
役
、
成
田
教
育
長
ら
に

花
と
シ
ャ

ツ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

し
ま
し
た
。
 

婦
人
会
の
方
々
は
 
「
こ
れか

ら

一
年
頑
張
っ

て
下
さ
い
」
 
と

話
し
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
手
渡
し
す

る
と
、
鳴
海
町
長
ら
は
突
然

の

訪
間
に
驚
き
な
が
ら
も
、
鉢
植

え
を
手
に
笑
顔
を
見

せ
て
い
ま

し
た
。
 

町のお父さんノ＼ 

一戸
旨
 

一F
籍

プ
 

業
の
景
 

0

窓
 

六
月
届
出
分

お
め
で

と

う
 

戴
融

（
智
己
）
金
 

肺
嘩
（

伸
明
）
 蒔金

田 木 

郁

乃
（
正
）
中

柏
木
 

汗

痢
（
昭
広
）
喜
良
市

彪
嘉

（
幸
人
）
金
 
木
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

露
讐

麟
一
穀
 

、
白
川
 
光
国
（
良
昭

）
川
 
倉
 

「
三
上
 
涼
子
（
勘
一
）
中
里
町
 

騒
舞
一
菱
醸）
 

嘉

美
“一
“一
騒
 

露
軸
鯉
慧
糾
 

お

く
や
み
 

谷
 
キ
 
ョ

（
8
8オ
 

常
五
郎

（
9
4オ

川
 
満

郎

（
6
1才

方
 
正
幸

（
6
7オ
）
喜
良
市

谷
 
三
 
男

（
6
2才
）
 

本
 
キ

ナ
（
5
7才
）
喜
良
市
 

良
 

田
 
イ
 
セ
（
8
5才
）
 

一
戸
 
サ
 
ワ
（
6
4才
）
 

一
中

ミ
チ
エ

（
7
6オ
）
 

上
 
吉
城

（
8
2才
）
 

こ
の
欄
は
金
木
町
に
住
所
を
有
し

て
い
る
方
々
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
町
民
課

窓
ロ
に
届
出
の
際
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
 

あ
な
た

の
善

意
 

あ
り
が
と

、つ
 

ご
ざ

い
ま
し

た
 

▼
金
 
木
 
町
 

へ
 （敬
称
略
）
 

ー
社
会
福
祉
の
た
め
に

、
 

・

社
団
法
人
西
北
労
働
基
準
協
会
 

（
会長
廿
尾
崎
行

雄
）
 

健
康
づ
く
り
 

ゴ
ル
フ
基
金
の
一
部
 

五
〇
、
〇
〇
〇
円
 

先
月
発
行
し

た
広
報
議
会

編
の

一
一
月定
例
会
の
文
中
に
沢
田
議
員

と
あ
る
べ
き
と

こ
ろ
が
沢
田
議
長

と
な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
訂
正
す
る
と
と
も

に
お

詫
び

い
た
し
ま
す
。
 

今
後
と
も
広
報
か
な
ぎ
並
び
に

議
会
編
を
ご
愛
読
下
さ
い
ま
す
よ

う
よ
ろ
し

く
お
願
い
し

ま
す
。
 

、
 
伝
言
板
ー
 

＠
届
い
て
い
ま
す
 

・

」ハ
月
十
一
日
 

金
木
病
院
内
 

エ
、
乙ン
色
の
財
布
 

心
当
た
り
の
方
は
、
金
木
警
 

察
署
落
し
物
係
ま
で
。
 

＠
係
か
ら
 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
た
 

い
方
は
役
場
企
画
観
光
課
ま
で
。
 

三 田三鎌宮柏棟 白今秋 

川 今 田 田工

村 中 中藤 

金嘉金

木瀬木 

金金金嘉喜金

木木木瀬市木 

はじめま して 
, 

’一 
p二 1 
	”、 	、’ぎ 

、  ゃ 
,' 

舜 

真ま

嗣1 

, 

り 	， 

' 

千ち

絢g 

健康とル気がとリえの三男 
坊でありますように 

（両親より） 

元気で明るい素直な子にな 
ってほしい 

（両親より） 
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